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20２０年

　
2
月
17
日（
月
）に
開
催
さ
れ
た
２
月
例
会
で
は
、

『
働
き
方
改
革
』を
題
材
に
会
社
を
変
革
し
て
い

く
事
の
重
要
性
を
表
層
的
に
で
は
な
く
本
質
的
に

考
え
、学
ぶ
為
の『
働
き
方
改
革
』を
行
い
ま
し
た
。

　
長
時
間
労
働
が
常
態
化
し
た
社
会
で
は
、「
働

く
こ
と
」と「
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
」の
ど
ち
ら

か
し
か
選
べ
な
い
状
況
に
な
って
い
ま
す
。す
る
と
、

未
来
の
人
口
を
増
や
す
こ
と
も
難
し
く
なって
い
き

ま
す
。

　
仕
事
が
あ
って
も
人
手
が
足
り
ず
、ム
リ
に
受
注

す
る
と
今
い
る
人
材
へ
の
過
剰
な
負
担
が
か
か
り

離
職
率
が
高
ま
り
、結
果
的
に
更
に
長
時
間
労
働

が
加
速
し
て
し
ま
う
。

　「
国
が
や
れ
と
い
う
か
ら
」「
会
社
が
取
り
組
め

と
い
う
か
ら
」で
は
な
く
、今
す
ぐ
本
気
で
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
の
問
題
を
青
年
会

議
所
メ
ン
バ
ー
で
共
有
し
ま
し
た
。

　
参
加
型
の
ロ
ー
ル
シュミ
レ
ー
シ
ョン
で
は
求
職
者
の

立
場
か
ら
自
社
が
ど
う
見
え
る
の
か
、ホ
ワ
イ
ト
企

業
診
断
で
は
自
社
の
現
状
を
知
る
事
を
中
心
に
経
営

で
大
事
な
事
は
何
な
の
か
？
経
営
と
は
何
な
の
か
を

今一度
メ
ン
バ
ー
へ
問
い
か
け
、考
え
て
も
ら
う
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
真
の
し
あ
わ
せ
を
知
る
経
営
者
育
成
委
員
会
の
皆

様
お
疲
れ
様
で
し
た
。　
　
　
　 

（
記
事
：
横
山 

大
二
郎
）

　
２
月
17
日（
月
）、尾
道
国
際
ホ
テ
ル
に

て
2
0
2
0
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
例
年
同
様
、本
総
会
に
て
2
0
1
9

年
度
決
算
案
、並
び
に
2
0
2
0
年
度

予
算
案
が
上
程
さ
れ
、加
度
理
事
長
が

議
長
の
下
、全
会一致
で
審
議
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
も
っ
て
2
0
1
9
年
度
の
全
事
業
が
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
度
山
北
理
事
長
を
は
じ
め
と
し
た
理
事
の
皆
様
、そ
し
て
メ
ン

バ
ー
の
皆
様
、大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
ま
た
こ
れ
を
機
に
2
0
2
0
年
度
の
事
業
が
本
格
的
に
始
ま
って
い
き

ま
す
。

　
今
年
度
も
昨
年
の
E
N
G
I
N
E
を
引
き
継
ぎ
、こ
れ
を
素
に
し
て
上

質
な
尾
道
J
C
と
な
る
こ
と
で
、活
気
あ
る
尾
道
の
街
を
実
現
し
て
い
け
る

よ
う
邁
進
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
監
事
講
評
で
も
あ
っ
た
様
に
、会
員
の
減
少・会
員
の
出
席
率
な
ど
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、社
会
情
勢
も

様
々
な
過
渡
期
を
迎
え
て
い
る
中
で
も
、会
員
が

一つ
と
な
り
今
年
度
の
事
業
に
様
々
な
形
で
参

加
す
る
こ
と
で
、上
質
で
新
た
な
尾
道
J
C
へ
と

繋
が
る一歩
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
私
事
で
す
が
、昨
年
は
周
囲
の
諸
先

輩
方
に
つい
て
い
く
の
で
精一杯
だっ
た
J
C
生
活

で
し
た
が
、こ
れ
を
機
に
気
持
ち
も
新
た
に
仕

事
や
J
C
活
動
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　  

（
記
事
：
村
上 

直
弘
）
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　新入会員の石岡由
光と申します。
　栗原にあります、有
限会社いしおかで柔
道整復師として働いて
います。
　介護事業も営んで
おり、デイサービス２件を運営しております。
　日々、患者さんや利用者さんが笑顔になれるように
頑張っています。
　JCでは今までにない視点を持った先輩方からたく
さんの学びを得て、人間関係を構築するべく入会しま
した。
　街づくりを通じて尾道を活性化する一員となれます

ように努力してま
いります。

　はじめまして。新入会員の岡美央と申します。三成
でイベント企画運営を主軸とした、子育て支援・ママ
コミュニティ運営を行っています。私自身も子育て
真っ最中であるからこそ始めた事業で、事業を通し
てより良い街づくりに一役買えたらと思い、活動し
ています。JCの活動を通じて、子育てだけでなく地
域と社会によりよい貢献ができればと思っていま
す。何卒よろしくお願い申し上げます。

　初めまして。新入会員の
加藤雅崇と申します。「みな
と海運」という会社で働い
ています。
　船で運ばれてきた鉄板を陸に荷揚
げし、仕分けしてお客様にお届けす
るという、港町ならではの仕事をして
おります。
　ＪＣに入会した理由は、尾道が好き
だからです。
　尾道で会社を経営されている方々と知り合い、同じ
ような悩みや喜びを共有したかったからです。
　そして垣根を越えて協力して、尾道がより良い街に
なれるように活動してみたいと思ったからです。

　右も左もわからない若
輩者ですが、自分にできる
ことを精一杯頑張りたいと
思っています。
　皆様、どうぞよろしくお
願いいたします。

　はじめまして新入会員
の亀田康寿と申します。
東尾道にあります、カメダ
ライン㈱という運送会社
で働いております。
　業務内容は、備後地区の食品共同配送や、全国への
貸切輸送等を主力事業としており、地域のオンリーワ
ン企業を目指して日々努力しております。
　これから尾道青年会議所の一員として、少しでも多
くの事業に参加し、いろいろな活動を通して多くのこと
を学ばせていただき、社会人として、経営者として、成
長していきたいと思います。
　また、生まれ育った尾道の発展に微力ながら貢献で

きるように頑張っ
て参ります。
　どうぞ宜しくお
願い致します。

新　　入　　会　　員　　紹　　介新　　入　　会　　員　　紹　　介

岡 　美 央 君

加 藤  雅 崇 君 亀 田  康 寿  君

石 岡   由 光 君
いしおか よしみつ おか みお

かとう まさたか かめだ やすとし



　はじめまして、神原 誠司と申します。料理人、漁師

をしています。

　地魚に惚れこみ、漁師に惚れこみ、その土地に惚

れて、魚からのすべてのご縁に感謝しながら、島でで

きる地域への循環、海への循環を目標に日々取り組

んでます。

　これからどうぞよろしくお願いいたします。

　皆さんこんにちは。新入会
員の沼尾一です。尾道で内装
／家具／看板のデザインか
ら工事まで、一括でご相談で
きる会社をしております。適
正価格で、質の高い工事品質を信念に、お客様の
「ことば」では伝えきれない思いを、「かたち」とし
て生み出すお手伝いをしております。

　生まれ育ってきた尾道を、
JCの活動を通して、再発見
し、自分の成長に繋げたいと
思っています。

　はじめまして、半田祐喜と申します。
　普段は空間デザイン・サインデザインをメインに、
ロゴやチラシ、パッケージなど様々なデザインの仕
事をしています。時には自分で看板を作ったり絵を
描いたりもします。
　デザインは「想い」を引き出し、整理整頓して組み
立てる仕事。毎日、楽しみながら仕事をしています。
　尾道の文化や街並みが好きなので、JCを通じて
お祭りやいろいろな事業に参加できることを楽しみ
にしています。
 

　はじめまして。グリーン
ヒルホテル尾道で宿泊・
予約管理の仕事をメイン
にしている水野春樹と申します。
　尾道へ足を運んでくださった皆様に最高のおも
てなしができるよう、また地元の方にも愛される場
所になれるよう日夜がんばっています。
　目指すところは、スペシャリストというより、ゼネ
ラリスト。尾道青年会議所でもホテルで培ったホス
ピタリティを活かして、幅広い分野で地域へ貢献で
きるよう努めていきます。これからよろしくお願いし
ます！

新　　入　　会　　員　　紹　　介新　　入　　会　　員　　紹　　介

沼 尾 　一 君

半 田  祐 喜 君 水 野  春 樹  君

神 原   誠 司 君
かんばら せいじ ぬまお はじめ

はんだ ゆうき みずの はるき



　皆様、卒業、転勤等3月はお別れの季節ですね。私は花粉症とお別れしたいのですが全くお
別れ出来る気配もなく涙する毎日です。マスクや消毒液が不足している最中ですが体調管理
にはお気をつけ下さいませ。　　　　　　　　　　　　 　　　　　　（記事：岡田 健吾）
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　真の幸せを知る経営者育成委員
会幹事の亀田康寿と申します。
当委員会は岡本委員長の掲げる「生
き方」のテーマの元、真のしあわせを
知る経営者ついて、模索・探求を重ね
ております。
　2月例会「考えよう働き方改革の
意味と理由～すべては社員のため、
会社のために」では多くの方に参加

いただき、ありがとうございました。改めて働き方改革の重要
性や必要性について学んでいただけたのではないかと思い
ます。
　今後の事業に関しても、自社の経営に生かせるヒントや学
びを得ることができ、「真のしあわせな経営」とは何か、経営者
にとって必要なものは何か、経営について考え、向き合えるこ
とのできる事業を展開し、皆様のＪＣ活動にとっての素である
会社をさらにしあわせにして参りたいと思います。
　今後ともどうぞ宜しくお願い致します。

亀 田  康 寿

真のしあわせを知る

経営者育成委員会

委　員　会　紹　介

　豊かな人材育成委員会では、沼
田委員長、岡田副委員長の下「研
鑽」というテーマを掲げ活動してい
ます。
　先行きの不透明な現代社会では
「豊かな人材」の意味は日々変わっ
ていきます。従来通りのやり方で通
用しなくなることが、今後多々生じ
てくると言われています。

　やってくる大きな変化に柔軟に対応し、生き生きと活躍で
きる。
　そんな「豊かな人材」に、まずは私たちがなれるように「研
鑽」に務めます。
　そして事業を通じて皆様に「豊かな人材」について、考え、
触れてもらうきっかけを作りたいと思っております。
　4月19日（日）には家族会を開催致します。ご家族で楽し
んでいただける一日にしたいと思いますので、どうぞご参加
のほどよろしくお願い致します。　

加 藤  雅 崇

豊かな人材育成委員会

　社会開発委員会では、小川委員
長が掲げる『一生残る、一瞬のため
に』のテーマの下、委員会活動に取
組んでおります！みなと祭りでは個
人はもちろん、親子でも楽しんでい
ただけるイベントを企画しており、
多くの市民の方々に楽しんでいた
だけるように準備を進めておりま

す。市民の方々と交流する機会が多い委員会の為、委員会
メンバーが一丸となって尾道の町を更に魅力のある町にで
きるよう、青年会議所活動に取組んでまいりますので、皆様
ご協力の程、宜しくお願い致します！

山 本  恭 平

社会開発委員会
【拡大１５人必達】
　会員拡大委員会の川口です。
当委員会の高橋委員長は「俺がやら
ねば誰がやる」と張り切っています。
　空回りしないかが心配ですが…委
員長はいつも「楽しくやろう」と委員
会を盛り上げてくださいます。
　多くの方に尾道青年会議所の素
晴らしさを知っていただけるように

活動を行っております。
　精一杯会を盛り上げ、新たな仲間との出会いを楽しみし、
尾道のまちづくり・ひとづくりをさらに推進すべく、会員一同、
拡大活動にまい進しますので、よろしくお願い致します。

川 口  晴 康

会員拡大委員会

　夢・希望・憧れ委員会では、髙山委
員長のもと「夢見る大切さ促進事
業」「２０２０年代活動指針の策定」「夏
期講習の企画」をメインに活動をし
ております。
　「夢・希望・憧れ」といった、ぼんや
りとして見えにくく最初はとても難

しい委員会だなと思っておりましたが、アフターでお酒が入
ると名案がポンポン出てきて、皆でヒートアップし、時に
ちょっと暴走しすぎちゃうエネルギッシュなメンバーばかり
で、いつも冷静沈着な副委員長がストップをかけるという委
員会構造になっております。
　１年間一生懸命活動してまいりますので、どうぞよろしく
お願いいたします。

村 橋  　聡

　２０２０年度総務広報委員会はドラ
クエで例えるならば、僧侶と魔法使
いだらけの委員会でございます。武
闘家や戦士はいませんが心理的安
全性がとても高く山本委員長、岡田
副委員長の人柄で委員会はいつも
活気と熱意と笑顔で溢れる、そんな
委員会です。広報活動では一人でも

多くの方々に尾道青年会議所を知ってもらうために、SNSの
活用と、報道機関との連携強化に注力し、尾道青年会議所の
魅力ある活動を発信していきます。企業・団体の情報発信の
手段や方法が多様化している現在において、SNS利用の情報
発信へ急速にシフトしてきています。各SNSのユーザー特性
や文化、習慣を理解した発信を実践しLOMメンバーへその
重要性を伝え、より地域に尾道青年会議所の活動を発信して
いきたいと考えております。

横山 大二郎

夢・希望・憧れ委員会 総務広報委員会


